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 令和３年度 北陸支部空間情報技術事例発表会 

 

７月１３日に「令和３年度日本測量協

会北陸支部空間情報技術事例発表会」が

金沢市の「石川県地場産業振興センター」

において、聴講者等約７０名の中で行わ

れました。 

昨年は、新型コロナウイルス感染拡大

防止対応ために中止となったことから

２年ぶりの開催となりました。  

 

冒頭の挨拶では、鹿田支部長から発表

者の方には、本部が扱う空間情報技術事

例報告集への投稿をオブリケーション

（義務）としたいと挨拶があり、その後

５名の発表者から、自身が体験した測量

作業等について発表していただきまし

た。各自発表時間１５分、質疑応答５分

という制約の中で、発表のまとめ方や質

問等大変苦労されたことと思います。 

発表後に審査結果までの間、北陸地方

測量部から「公共測量における測量技術

への取組」と題する講演が行われました。    

 

その間、審査員は、別室にて発表者の

発表内容について審査、得点集計、意見

交換に移り入賞者の選考を行いました。 

審査は、これまでと同様に①発表の着

眼性、②まとまり具合、③発表資料の分

かり易さ、④質疑応答に対する的確性、

⑤時間の適正・話し方・態度の５項目に

よる評価基準により行なわれました。 

最優秀賞に（株）北日本ジオグラフィ

の中村誠さん、優秀賞に(株)国土開発セ

ンターの池本涼太さんが選ばれ、お二人

に賞状と記念品が贈呈されました。 

 

お忙しい中、発表者の皆さん、協力い

ただきました会社の皆さん、審査をして

頂きました審査員の皆さん有り難うご

ざいました。 

 

 

来年は福井県で 2回目の開催を予定して 

おりますので、積極的な応募をお待ちし

ています。 
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支部長挨拶（空間情報技術事例発表会）鹿 田 正 昭 

 

本日は日本測量協会北陸支部令和 3 年度空間情報技術事例発表会にご多忙のところご出席をいた

だきありがとうございました。 

昨年は Covid-19 による緊急事態宣言等を受け、事業報告会および空間情報技術事例発表会のいず

れも中止となりました。 

今年度もまだまだ感染症の拡散に注意しなければならない状況が続いています。With コロナの現

状においては一般的である Web での開催を考慮しましたが、諸事情を考慮して、時間短縮と参加者

限定の条件のもとに、対面で実施する運びとなりました。参加者におかれましては「密」を避けてい

ただき、感染しない、感染させない、を念頭にご協力をお願いいたします。 

空間情報技術事例発表会は、当協会が平成 26 年に公益社団法人に移行し、支部総会が業務報告会

に変更になったことを契機に、支部活動の活性化および若い技術者の方々の研鑽の機会と会員法人の

技術の向上、本部が主催する空間情報技術事例報告集への投稿を促すことを目的として、各県での持

ち回りで開始し、現在 2 巡目となっています。昨年度が中止になったことから、今年度も石川県での

開催となりました。 

発表会の開催にあたっては、支部役員、事務局および石川県測量設計業協会の方々には大変ご尽力

をいただきました。衷心より感謝申しあげます。本日はこの趣旨に賛同して石川県内企業から 5 名の

会員にご発表をいただくことになりました。発表者の方々にはそのご努力に深く敬意を表します。 

お名前のご紹介を省略しますが、審査委員の皆様方にはよろしくお願いいたします。 

また、北陸地方測量部測量課長の堤隆司様にはご多忙のところ「公共測量における測量技術への取

り組み」と題してご講演をいただきます。重ねて御礼申し上げます。 

 

「空間情報技術事例発表会」は若手技術者の研鑽および北陸支部会員法人の技術力向上を目指して

いるものであり、多くの企業からの参加を期待しているところです。先ほども述べましたように、昨

年を除く 5 年間でのべ 29 名の方にご発表いただきました。しかし、まだまだ発表者は少ないと感じ

ています。 

参加企業の技術力向上と社員の方々の研鑽・コミュニケーション能力向上、プレゼンテーション能

力向上のために積極的に参加していただきたいと思います。 

審査結果につきましては、講演会終了後、最優秀賞 1 件および優秀賞 1 件を発表する予定です。 

なお、最優秀賞および優秀賞に選ばれた方には、本部が主催する「空間情報技術事例報告集」への

投稿を義務としております。これは、「空間情報技術事例報告集」に採択されますと、協会がおこな

う測量士資格の上位資格となる空間情報総括監理技術者試験の資格要件の「査読付き論文一編」とし

てカウントされることによります。 

入賞者には投稿を義務としているところですが、ここでの発表で満足しておられる方が多いよう

で、過去の受賞者も含めて「空間情報技術事例報告集」に投稿されることを強く希望したいと思いま

す。選に漏れた方々も自己研鑽のために積極的に投稿していただくことをお願いします。  

それでは、時間を最小限にしながら、活発な質疑応答をお願いいたします。 
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◎審査員 

◯審査員長  鹿田正昭（北陸支部長・金沢工業大学副学長） 

◯審査員   伊藤純一（国土地理院北陸地方測量部長） 

     谷口雄一（北陸地方整備局金沢河川国道事務所 工事品質管理官） 

     木戸口善治（石川県土木部監理課技術管理室長） 

     竹俣一也（金沢工業大学教育支援機構教授） 

     飯村友三郎（日本測量協会理事 測量技術センター所長） 

 

  

 
 

 

 

 

◎挨 拶              北陸支部長      鹿田正昭 

 

◎発 表 
『ＵＡＶレーザーを用いた活用事例』 

                   （株）日本海コンサルタント 岩田光司 

 

『災害対応における 3 次元計測とその利活用事例』 

                   （株）国土開発センター   池本涼太 

  

『３次元計測の活用事例』 

                  （株）北日本ジオグラフィ  中村誠 

 

『GIS プログラム＋提案による上水道施設データの効果的な管理体制の構築事例』 

                     (株)利水社        野竹信成  

 『三次元計測とデータ活用事例』 

                    （株）地域みらい     谷元祐太 

◎講 演 
『公共測量における測量技術への取組』 

                     北陸地方測量部    堤測量課長 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空間情報技術事例発表会プログラム 
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公共測量品質管理優秀賞３社を表彰      

 

 

日本測量協会は、令和２年度に実施した

公共測量成果（基準点測量、地図作成）

の検定において、品質（品質管理）が特

に優れていたと認められる作業機関（測

量会社）３５社を６月１８日発表しまし

た。 

 「品質管理優秀賞」の表彰制度は、平

成１７年４月「公共工事の品質確保の促

進に関する法律（品確法）」の施行を機

に、測量成果の品質確保および測量会社

の技術力向上につながることを期待し、

当協会が創設したもので、今年が１７回 

 

 

 

 

目となります。 

 測量成果の検定については、国や地方

公共団体等が発注する公共測量は、「公

共測量作業規程の準則」の中で「高精度

を要する測量成果又は利用度の高い測

量成果で、計画機関が指定したものにつ

いては、検定に関する技術を有する第三

者機関による検定を受けなければなら 

ない。」と規定されています。これによ

り、公共測量として実施される大部分の 

測量作業の測量成果が検定の対象とな

ります。 

 今年、北陸地区では、基準点測量部門

において(株)新日本コンサルタント（富

山市）様が２回目、丸一調査設計（株）

（福井市）様が初受賞、(株)サンワコン

（福井市）様が６回目の受賞となりまし

た。 

表彰式は、実施せず受賞の楯と副賞を

各社へ出向いて贈呈しました。 
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令和 3 年度 北陸支部役員名簿 

支 部 長 鹿 田 正 昭 金沢工業大学           副学長 

副 支 部 長 山 岸  陽 一 
（一社）新潟県測量設計業協会   会長           

（株）山岸測量事務所     代表取締役社長 

〃 市 森 友 明 
（一社）富山県測量設計業協会   会 長          

（株）新日本コンサルタント    代表取締役社長 

幹 事 長  新 家 久 司 
（一社）石川県測量設計業協会   会 長           

（株）国土開発センター       代表取締役社長 

幹   事 佐 治  力 
（一社）新潟県測量設計業協会   副会長          

新潟県上越国土測量（株）     代表取締役社長 

〃 吉 澤  隆 
（一社）新潟県測量設計業協会   副会長         

（株）長 測            代表取締役社長 

〃 荒 井 隆 二 
（一社）新潟県測量設計業協会   副会長          

荒井測量設計(株)          代表取締役社長 

〃 寺 島 雅 峰 
（一社）富山県測量設計業協会   副会長        

（株）寺島コンサルタント      代表取締役社長 

〃 金 木 春 男 
（一社）富山県測量設計業協会   副会長          

（株）上智            代表取締役社長 

〃 黒 木 康 生 
（一社）石川県測量設計業協会   専務理事          

（株）日本海コンサルタント    代表取締役社長 

〃 磯 野 秀 和 
（一社）石川県測量設計業協会   副会長                                              

（株）北日本ジオグラフィ     代表取締役社長 

〃 中 西 誠 一 郎 
（一社）福井県測量設計業協会   会長           

（株）帝国コンサルタント     代表取締役社長 

〃 毛 利 茂 則 
（一社）福井県測量設計業協会   副会長           

ジビル調査設計（株）       代表取締役社長 

〃 吉 田 直 人 
（一社）福井県測量設計業協会   専務理事           

（株）第一コンサルタンツ     代表取締役社長 
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令和３年度 北陸支部事業計画 
 
                                       

 
１．行事等実施計画 

行 事 名 等 内   容 時 期 場所 

北陸地区測量機器集中検定 
北陸地区における測量機器の集

中検定（長岡会場） 
４月 長岡市 

北陸支部役員会 年２回の定例会議 
５月 

１２月 
富山市 

公共測量品質管理優秀賞表彰 
測量成果の品質確保及び測量会

社の技術力向上 
７月 

出向い

て贈呈 

北陸支部業務報告会 
会員に対する北陸支部業務説明

年 1 回の定例報告会 
７月 

役員会で

代える 

(公社)日本測量協会北陸支部

空間情報技術事例発表会 

空間情報技術者の育成と空間情

報技術の一層の普及及び情報の

共有化を図る 

７月 金沢市 

北陸地区測量機器集中検定 
北陸地区における測量機器の集

中検定（富山会場） 
３月 富山市 

 

 

２．支部主催講習会計画 

講  習  会  名 開催予定 会   場 

測量･地図の基礎講座  

測量数学・誤差学の基礎（Ｗｅｂ） 
４月２３日 新潟市（ＮＯＣプラザ） 

路線測量・用地測量 ４月２７日 富山市（市町村会館） 

初めての手軽な３Ｄ写真測量 ５月２５日～２６日 金沢市（地場産業センター） 

公共測量のまとめ方 ６月１８日 富山市（市町村会館） 

ＵＡＶを用いた空中写真測量 ６月２３日 富山市（市町村会館） 

電子基準点のみを既知点とする基準点測量

及びＧＮＳＳＳ水準測量 
７月１日 新潟市（ユニゾンプラザ） 

ＵＡＶ取得データを用いた災害地の計測調

査 
７月８日 新潟市（ユニゾンプラザ） 

ネットワーク型 RTK による基準点測量 ７月２７日 金沢市（地場産業センター） 

ＧＮＳＳによる基準点測量 ８月１７日 福井市（国際交流会館） 
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◯支部役員会 

 

事務局から新型コロナウイルス感染

拡大防止対応のため昨年に引き続き「北

陸支部業務報告会」を役員会に代える事、

７月１３日に金沢市の石川県地場産業

振興センターでの「空間情報技術事例発

表会実施及び「公共測量品質管理優秀賞」

の表彰は、各社へ出向いて受賞の楯と副

賞を贈呈する事等の内容を役員に説明

し意見を伺いました。 

ＴＳによる３・４級基準点測量 ９月９日 新潟市（ユニゾンプラザ） 

測量・地理空間情報技術者のためのアドバン

スセミナー 
１０月１日 富山市（市町村会館） 

ＵＡＶを用いた災害対応（ビデオ講習） 

＜会員無料＞ 
１０月５日 新潟市（ユニゾンプラザ） 

測量士答案練習セミナー（Ｗｅｂ） ３月１日～５日 新潟市（ＮＯＣプラザ） 

測量士補答案練習セミナー（Ｗｅｂ） ３月１５日～１８日 新潟市（ＮＯＣプラザ） 

 

 

参考：本部主催 

講  習  会  名 開催予定日 会   場 

基準点測量Ｂ課程（水準測量）実習無 ５月１７日～２１日 富山市（市町村会館） 

用地測量設計（１）ｗｅｂ ８月２４日～３０日 富山市（市町村会館） 

用地測量設計（２）ｗｅｂ ９月１３日～１７日 富山市（市町村会館） 

 

 

３．会員サービス 
 ① 基準点測量成果謄抄本交付申請代行事務 

 ② 正会員に対する測量ＣＰＤ登録代行事務（無料） 

 ③ 特別会員に対する測量ＣＰＤ学習履歴登録代行事務（有料） 

 ④ 北陸支部報のウェブサイト刊行    年２回（７月及び１月） 

 ⑤ メールマガジン「北陸支部通信」の配信  原則月１回 

 ⑥ 当協会のウェブサイト「支部からのお知らせ」を活用し支部の情報提供を図る 

 

 行事等の報告 
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また、令和３年度の研修計画及び行事

等実施計画について説明を行いました。 

 また、北陸支部役員については、各県

の（一社）県測量設計業協会役員の変更

が無かったことから、退任者、新たに選

任する役員はいない事を報告しました。 

 

 

 

 

◯「とやま地図作品研究会」総会を開催 
 

第１５回とやま地図作品研究会総会

を新型コロナウイルス感染拡大防止対

応のため幹事会を持って代えることに

しました。 

今年度の「とやまみんなの地図作品展」

のスケジュールは、６月に県内小中学校

に募集案内とチラシを配布し、９月の１

ヶ月間作品を募集し、１０月に審査を行

い入賞作品を決定します。１１月２０日

～２３日にファボーレ（富山市）で入賞

作品の展示会を開催し、表彰式は展示会

の最終日（２３日）に同会場で行うこと

にしています。 

また、今年も最優秀作品を国土交通大

臣賞・文部科学大臣賞候補作品に推せん

し、その他の優秀作品については、全国

児童生徒地図優秀作品展に出展します。 

 

 

 

 

◯「公共測量成果のまとめ方講習会」を開催 

 

令和３年６月１８日（金）に富山市

の「富山県市町村会館」において『公

共測量成果のまとめ方講習会』を開催

しました。 

公共測量成果の品質確保を図るため

に「公共測量作業規程の準則」及び「同

基準点測量記載要領」を基に日本測量

協会が行っている「公共測量成果の検

定」業務結果を取りまとめた「公共測

量成果検定における指摘事項事例集」

について事例等を示し、留意点等を実

践的に解説したものです。 

実務に伴う疑問点や質問等に直接会

等する回答する時間もあり、普段の業

務上の問題解決に大変参考になる内容

となっております。 

本講習会は、毎年行っており年度末

には来年の開催場所をお知らせ致しま

すので、是非講習参加を検討ください。

 

◯「ＵＡＶ取得データを用いた災害地の計測調査講習会」を開催 

 

令和３年７月８日（木）に新潟市の

「新潟ユニゾンプラザ」において『Ｕ

ＡＶ取得データを用いた災害地の計測

調査講習会』を開催しました。 

実際にＵＡＶで取得されたデータを

用いて、災害地の撮影ポイント及び留

意点、ＵＡＶ取得データを用いた計測

とグラウド処理、災害地の計測調査事

例などを実習して、新しい技術取得を

目的としました。実習項目としては、

①ＵＡＶを用いた災害対応のメリット

②ＵＡＶを用いた災害地の撮影ポイン

ト・留点③ＵＡＶ取得データを用いた

災害地の計測（ＳｆＭ処理）④空中三

角測量と精度管理、数値化⑤三次元現

状復元計算と精度管理⑥ＵＡＶによる

災害地の計測調査事例演習取得データ

等です。 

講習生各自が実際にパソコンでデー

タ処理を体験する有意義な講習会とな

っています。 
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日本測量協会の正会員が、過去最高の 10,600

人を突破しました。また、測量ＣＰＤの登録者も

２２,000 人を越えています。 

 北陸支部においても正会員は、増加しており令

和３年７月末で５６２名に達しています。 

 

 

 

 

 

◯「初めての手軽な３Ｄ写真測量」講習会開催 

 

令和３年５月２５日・２６に金沢

市の「地場産業振興センター」にお

いて、『初めての手軽な３Ｄ写真測量』

講習会を開催しました。 

市販のデジタルカメラを用いて実

習形式で行い、ソフトウェアで画像

処理することにより複数の航空写真

から３Ｄモデルを作成するまでの技

術的な基本要素となる「デジタル写

真測量技術」に関して実際にデジタ

ルカメラのキャリブレーションから

撮影、３Ｄ写真モデル作成に至るま

でを学習しました。受講者からは「写

真測量の基礎から画像データの処理

まで一連の流れが理解できた。」との

感想が寄せられています。

 

 

 

 

測量ＣＰＤ及び技術者継続教育証明制度（ＳＵＣＣＥＳＳ）

の登録、更新を行いましょう。 

 

 

 

 

会員種別 
R2.7.31 

現在 

R3.7.31 

現在 
増減 新潟県 富山県 石川県 福井県 

正 会 員 ５５９ ５６２ +３ 
２６５  

(+１) 

１０７ 

(－２) 

１３７  

(+６) 

５３ 

(－２) 

準 会 員 １ 1 ±０ 
０  

(±０) 

０  

(±０) 

０  

(±０) 

１  

(±０) 

特別会員 １７３ １７５ ＋２ 
８２  

(±０) 

３９ 

(+１) 

３４  

(±０) 

２０ 

(+１) 

計 ７３３ ７３８ +５ 
３４７ 

 (+１) 

１４６ 

 (-１) 

１７１ 

(+６) 

７４ 

 (-１) 

 会員の増減状況 
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